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地質家抄

K生

地質家人はこれを｢チ･シ･ツ･ヤ｣と読み

ますすこし気どったひとはこれをGeologistと

書き換えて｢ジエオロシスト｣と呼ばせます

そうしてこの言某を聞いたひとはどのような人側

の婆をおもいうかべるでしょうか

地質家その定義はともかくとしてこの肚の巾に存

在を知られているようでもあり知られてないようで

もある呼び名のもとである種類の仕事にたずさわっ

ている一群の人々の婆の断片をいくつかとりあげて

みましたいささか白西白讃のところもありましょ

うがその点はご容赦のほどを

地質家の七ツ道具

○地質家スタイル

〔写真一且A･思〕をご覧ください.ハンマｰ片手

に石塊にじっと眼を据えて何かをみいだそうとしている

人々.しかしどのひともまるで申し合わせたかのよ

うに同じような恰好をしています.このいでたちが

地質家スタイルと申すものです.

むかしから地質家が仕事をするところは山の中に

きまっていました.地質の学科を卒業してめでたく就

職しさてこれから赴くところはというと山奥の鉱業

所となっていました.研究に従事したり運よく(?)

都会に机を置いている者でも町年のうちのかなりの日

数を山奥で暮らす二と山野をくまなく歩きまわる二と

には変わりあり凌せんでした･山野を歩くに適出な服

装として独特の地質衣スタイルができあがった訳です喧

乗りい)グ)巾でもこのようなスタイノ岬人によく出

くわします私たち地質家仲間では直ちにお互いにそ

れとわかりますが一般の人にも見分けられるきめ手が

あります次にその答を出しましょう.

○地質家の象徴

宝刀は武士顯魂φとかむかしはよく申しました｡

襟争これはお百姓さん農民をあらわします.

肯算尺連はエンジぶアｰ(engineer)と大いに関係が

ありそうです岳それでは唱者の聴診器φに相当す

るものは地質家苑はいったい何でしょうか?答は

〔写真一ηにあり談す世

ハンマ…(猪石踊ハ灯…というのが正確です)は石の

種類を見わけるための道具の工つです苗野外における

ハンマｰ夢)効用をあらためてお話するからば露頭観察

の第1歩と1して岩石の風化耐)様子を調べることも大

切ですがそれよりもまず岩壁の新鮮な面をたたき出し

新しい岩片をとることがもっともっと重要です.それ

にはハンマｰを使う以外にさしあたって方法はないでし

ょう･私どもはよく人からこの石に名前をっけてくれ

とたのまれますがそのときで二もハンマｰで石のはしを

割ってみます｡

ハンマｰにも石のかたさや剥離性に応じてつかい分

けられるようにいろいろの型があります.時と場合

嚢葦

①一Aがし

①一B
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ボクも地質家

によってはピッケル代わりに使ったりくもの巣を払

うこともできます.棚のとりつけに金槌として使った

り燃料の薪割りに使ってはせっかくの銘入りが泣くこ

とでしょうね.

①鉱石1鉱床周

②嬢積岩1化為燭

③維積瀞濁

④鰍欝蝦繊岩用

⑥硬質岩石用

⑥硬質岩石用

⑫硬質岩石･鉱石用

⑥化石用

○クリノメｰタｰ

磁石と水準器を組み合わせた小型の道具です.これ

は地質図をかくために使います.(地質図一図面を描く

作業は地質をしらべるにはどうしても通らねばならない改札

口のようなものです)最近のカタログを見るとずいぶ

ん変わった形のものが出てきました.要は自分で使

いこなせることが先決問題です.写真のようにいろ

いろの型式がありますが結局木製で最も簡単なもの

伀

七ツ道具

新と旧

ハンマｰ

クリノメｰクｰ

ルｰべ(虫めがね拡大鏡の類)

野帖(地形図もこの1種です)

ものさし(折尺･巻尺から小さな三角定規まで)

筆記用具(鉛筆･色鉛筆･消しゴム･ナイ7)

標本袋(包み紙からリュックサックまで)

これらは野外調査に欠くことのできない品物です用

意のよい人は常時1力所にまとめておいていつどこに

でかけても困らないようにしています.俗に地質家の

七ツ道具と称し過去･現在･未来を通じて地質家につ

きまとう運命をもつものです.

近頃あたらしい品物が数多く発明されそのなかに

はぜひお使いくださいというものができました.次に

③各種ハンマｰ�
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それを並べてみましょう.少々の効能書きを添えて.

･写糞機対象物をありのままに客観的にスケッチす

ることができます陽匝iが連製できるというポラロイド

カメラならばオらに有効でしょう

･空中写真実体鏡地形図の表現能力を越えた微細

な地表のすがたを空中写真ではそのまま見ることができ

ます地形図にかわる空中写真はぜひおすすめしたい

ものの1つです

･マジックインキ朱墨汁に朱筆の時代に感じた不

便さを一気に解消しました使いかたはあらためて申

しますまい

沢

田

氏

坑

内

調

太

･携帯ラジオ天気予報を聞くためですこの逝只

を使えば予報に間違いのない限りにおいては雲行きを

みて判断するよりも也っと確実ですポｰタブルな簡易

無線機ができてとなりの涙を歩いている仲間とかんたん

に連絡がとれるようになればもっと便利になるでしょう

･ポリエチレン袋水でしめっている也のをそのま

ま包んで持ちかえることができるということは近頃物理

試験･化学試験法を地質に応用する技術が進歩してきたこ

とに応じてぜひとも要求されるところです現地のま

まの状態､をそのまま室内にまで持ちかえるにはどうして

もこれに頼らねばなりません

輪ゴムをポリエチレン袋と同伴させることもお忘れなく

ご注意として

改良型

義齢1属クリぐ烹十

夢

･重磁
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地質家は山男か

○地質家の仕事場(その1)

そもそも地質家の仕事はむかしから地下にかくされ

ている鉱産物を見つけだすことにあったようです.採

鉱技術がまだ進歩していなかった時代はたまたま発見

された露頭(鉱脈の一部ががけくずれか何かのために偶然地

表に顔をみせているところ)を頼りとしそこから鉱脈を

遣いかけながら坑道を掘りすすんで鉱石をとりだす以

外に方法はありませんでした.最近は鉱石のありかた

をさぐる技術が発達し露頭があることないことには

全く関係なしに鉱石のあり方がわかるようになりました.

また鉱石を掘りだす手段もいちじるしく進歩しましたが

まだまだ銅･鉛･亜鉛などはミやま≠と呼ばれている

ところにしか見いだすことはできません.したがって

地質球の仕事場はい凌でも山奥であり｢人跡未鰭の

地に地下資源を求めて歩く人々｣という形容詞

もそのまま適用します由

○地質難の仕事場(その2)

地下資源の内容が水溶1生天然ガス構造性天然ガス

深層地下水とその範囲を増すとともに地質家が仕事を

する場所も山から平野へとひろがってきましたまた

採鉱技術が進歩するといままでは指をくわえて眺めて

いるだけの海底下の地下資源もとりだせるようになり

ました.地質求はついに海上にまでのりだしてきた

わけです.地質家が山からおりてくるとともにいま

までのrハンマｰ㍑リノメｰタｰ法｣による地質調査はで

きなくなります.このことは地質家という一桝の人

々に1つの変化をケえました.二σ)変化については

あとでお話しましょう.

○地質家の仕事場(その3)

はなしは地下資源からはずれますが最近地質家の

側き場所として大きくクロｰズアップされているのが

ダム工事現場です｡近ごろのように河川の開発利用が

進むと黒部川や只見川の例をもちだすまでもなくダ

ム建設地点は山奥の人跡まれな場所へと移り事業の先

陣を受け持つ地質家は仕事の場所をしだいに1L1奥へ山

奥へと移すようになりました.

ダム工事だけでなく大がかりな土木建設工事にはか

ならず地質を前もってくわしく調べておかねばなりませ

ん｡トンネル工事道路工事などこの部門に活躍す

る地質家はこの数年問にことに増加してきましたがこ

れも世の動きの反映と申せましょう･そうしてもちろ

んこの仕事には山や海の区別はありません.

忘れものがありました苗平野のまんなか軟弱地盤

地帯とか地盤沈下地帯とかいわれている地面の安定しな

い場所で建設事業の先陣をうけたまわっている人たちで

す･建設事業の先陣となって働く地質家の一群はむか

しからあるにはありましたがとかく忘れ去られがちで

した.近ごろはようやくその存在が知られるようにな

り地質家の仕嶺:だけでなく地質学そのものにも1つ

の変化を与えています.

○地質家の壮薬蟻(その4)

もう1つ忘れてはならない地質家の働き場所があり

⑤一1人跡未踏地質家は露頭のあると二ろはどんな山奥へ

でも入りていく

⑤一2沸上探査(海底重力探査)�
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ます.むずかしく■巾せば地下深部の動きを

とらえようと日夜努力している地質家の一群が

研究をつづけている場所でこれらの人々は

いまもむかしも存在していますがどちらかと

いえばあまり陽の目をみないようです.いつ

どこでどのような大きさの地震があるか噴

火が起こるか地すべりが発生するかというこ

となどを予知し対策をたてねばならないわ

が国の土地がらを考えるときもっと眼をこの

方面にも向けねばならないとおもいます.

○それでも山男である

このように地質家が仕事をする領域がひろ

がると地質家イコｰル山男という式は

成り立たなくなりますというよりもそのよ

うにみえます.ミ娘さんよく聞けよ山男にはφの

あのうたの文句にあらわれる山男ではありませんが人

跡まれなまたは未開地に最初にのりこむのが地質家と

測量隊の人々であるからにはやはり山男には違いない

ようです･そして地質を学ぶフィｰルド言いかえれ

ば石が直接みられるところが山であるかぎり別の意

味で山男でありましょう.たとえ彼がちょうどその

時平野や海の上に居ても.

地質家の機械化

○運転免許証をもつ二と

地質家が野外で仕事をするときは例の七ツ道具を身

につけてほんとうに徒歩で山を越え谷を渡りどこま

でも足を動かしたものです･宿を出て目的地までま

ず歩き仕事を終ってまた歩いて宿まで戻りその日の

整理をする里これが日課でした

近頃は交通機関が非常に発達はした由け㌢ク

雛

空中放射能探査温泉ポｰリング

オｰトバイの類がこんな所にと思うところまで入り

それを追いかけるようにパスが入ってきます.とする

と人情としてできるだけ無駄歩きをするまいできる

だけ交通網を利用しようと考えるようになります.パ

スの後塵を拝することなど馬鹿々々しいことです.

しかしバスには時間の制限がある･トラックの便乗

はなかなかあてにできない残るところは自家用車に限

るということから最近地質家で運転免許証をもつ人が

ふえてきました｡あしば早くなるし仕事の能率は高

まるし〔写真一6〕

そこで老婆心だがら脚注意までに･どこで乗り捨て

るかを考えておいてもルｰトの都合や途中で気がか

わったりしてとんでもない所に足をふみこんでしまい

もとの場所へ戻るのに二重の手間と時間をかけてしまっ

たということはよくあるようです.オｰトバイやジｰ

プは有効に活用すべきですが自由度がそれだけ失われ

ることも計算に入れておかねばなり談せん調査地で

乗りものを使うことができるなどまだまだ好条件です.

⑥

鯛務1ま､パイクに1梁杓文�
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○地下を｢さぐる｣術をもつ二と

同じ機械化でも露頭にたよる地質σ)調脊ではせい

ぜいジｰプやオｰトバイに二乗るかクリノメｰタｰを

改良するか写真機を身につけるかそれ以上の道具を

使う二とは滅多にありません.

地質家が山からおりてきて嗣ることは露頭をたより

とする調査法｢ハンマｰ㍑リノメｰタｰ法｣が使えない

ことです.地質家が山に層るかぎりいくら露頭が校

いとい㌻ても帽窺一貫〕のように表土をはぎ取って人

工的に露顕を作ったり脾翼一8〕のように深い溝を掘

って地質を調べる二とができます.平野や海の底では

まずこんなことはできませんそ二でいちいろの道

具を使って地下を､ぐポ方法が考えだざれまし

た.〔写真一9,皿0,n,12〕はその象徴たるハンマ

ｰの代りにミ機械･をもち肉眼観察のかわりにメｰタ

ｰの指示数で地下を調べている地質家の姿です.

○機械化のききめ

いろいろのミ機械を使って地質を測定する≠という方法

は運搬可能の道具を必要としますから地質家に運転

免許証をもたせる機会を作りました.数値を処理する

ことは地質家に数学の知識をもたせる理由を作りまし

た.ミ機械多を設計改良すること1は地質家と地質

家以外のひとびととが語し合い勉強しあう時間をもた

せました.そうして機械化は地質家を博物学者から

物象学者に変えてゆきました.

ミ地質をさぐるφことはスイカが食べごろかどう

かを見わけるのに外皮をたたいてその音で判断する方

法にたとえられます.店の主人が皮をたたきながら

これは上等です晶質は保証しますといっくれるのは

⑦露頭を探る

その主人が皮をたたいてでる音色をきいたあとでスイ

カを潮って実際にこの音のときは中身はこうだったと

調べてきたからこそ自信がもてるわけで音でスイカ

を分けてみても中身をみたことがない人は品質を言い

あてることはできません地質でも同じことです.

緒はもどりますが機械を使って地質を測定すること

はあくまでもミ測定多であってミ観察φではないとい

うこと1をいつも頭の巾にいれておかねばなりません.

rハンマｰとクリメｰタｰ法｣を直接的地質調査法r地下を

さぐる法｣を間接的地質調査法と言った人があります

が直接肉眼でみる地質調査が一度に全体がわかるの

に対してミ測定≠による地質調査の視野は実際はせま

いものだと考えおくことを忘れないでください.だか

ら機械化はいままでの地質家が単独行で七ツ道具を

背負いコツコツ歩きまわった時とはまったく次元のち

がう知識をもうひとつ身につけることを地質家に対し

要求してきました.rハンマｰを捨てて｣という言葉は

当りません.これは｢ハンマｰを改めて｣という言葉に

変えてもらいたく思います.

○機械化はしても

〔写箆一且3,14〕は大型の機械を目的地まで運びあ

げる苦労がでています.

道路が完備していれば機械は自動車に積んでどこ

までももちはこぶことができますしかし地質家の仕事

場はよほどの場合でないかぎり未開地です.もちろ

ん立派な道路のある筈がありません.馬の背をかりた

り人の背にのせたりして運びこむ苦労はなみ大でい

のことではありません･せめてヘリコプタｰが自由

に使えたならばといつも思います.

⑧トレンチの中で�
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地質家の条件

実験1火娼･観測を主とするコｰス

理論を主とするロｰス

○地質図が描ける

ヂ地凱このことばは簡単なようで内容をいいあ

らわすことのむずかしいしかし似利なことばです封

無理に説明するとミｰ紗)独蜘こついて地般をイノllっている

拾石を種類分けしその各成がおた凧火つながり合い組み合

っているよ弓す苗ということになり玄す曲地質球はあ

らゆる基準にしたがって岩石の種類分けを行ない岩石

が組み合っているようすをいろいろな方法で兇つけよ

うとします.見つけた結果一枚の図面それは地質

をあらわしているものができ上ります､その図面を

地質図と串し窒す.

そこで地質家の仕事の内容をみると

(1)地質鰯を撤くご辻

(2)地質劉を禍くいとぐちを屍つけだすこと

(1轟)地獄図から開発薯薬に刹州されるいとぐ

ちを兇つけだすこど

になりますがどれをみても地質図を棚くことに変りは

ありません･地質家の資格すなわちわれは争シ

ツヤであると自称できるのは地質図を描く試験に合

格(もけのような試験があるとすれば)で参ると思ったと

きでしょう､最後に地質図は頭と身体で描くという

ことをお忠､れなく､

O一これからは物象も

今までの地質家の仕事をふり返ってみると露頭をた

よりに地概図を描くことは誰もがやることですから問題

はないにして地質図を締くいとぐちを見つけだすこと

に集中しすぎたきらいがあります.しかも博物学的方

法がその大部分を占めていました.これからの地質家1

は地質が開発事業に利用されるためのいとぐちを塊つ

けだすこと1の分野を開いて行かねばなりません由それ

は物象学的方法以外にみちがありません.ということ

はすべて青写真は数値があってはじめて引ける嘩〃だか

ら地質も数低ですべてを言いあらわすことです.

今後の地質家の養成法にも関連しますが｢いγどこ

で･どれだけの鐙が1どれだけの値だけ変化する｣こ

とを予測しrそめ先めにはど二を･どのていどに設

計すればよいか｣という答をだして青写真を描くため

にもっと数学せめて数字にツヨくな.りたいものです.

もし詮文を出すことが許されるならば

のうち地質部門でとくに弱体であった後者を強化すべ

きでしょう.

ある人が地質学で現象を解くことはできないといい

ましたがそのもつ意味を深く考えてみることが必要で

す.もちろん私はこれと反対の考えをもつものです.

○総合地学のユメ

ただいまはこの状態から抜けかけていますがある

時期の地質学は博物学の系統であり記載に重きをおい

た学問でありました.だから地質家はどちらかとい

えば博物学者の仲間というように一般の人々からとら

れています誼

Ge曲鮒の本来の姿はr地球学｣です.地球を対銀

として地質学地球物理学地球化学の共通の呼び名

のもとで独特の方法論により研究が遠められています.

これらの学閥を総合したとこ巧の本来のG蜘至⑪gyが一

貫した体系に室)とづいてたとえば地球内部のどの部

分で現在深成岩体がつくられつつあるかという問題

を解く時代がごく近い将来におとずれるよう地質家

仰閲は努力しているのです岳

地質家の苦と楽

○水の中を歩く

〔写糞一5〕をみてください.これは地質家にと

っては最上級の道路です.

地質調査のルｰトとしては岩石や地層が走っている

方向と直角にしかも新鮮な岩盤が露出しているところ

を選ぶのが常法ですコ)条件に適しているのは横谷の

谷底です副だから地質家は遠の府為無しにはおかま

いなしに谷底を歩きます包亙;三1じ1夢う足を水の中に

入れてい凄すから当然足腰を冷やします咀と1き'には

すぺる石ころに足をとられて全身濡れねずみになりま

す曲地質教にとって神経摘は一種グ)職業病といえま

しぷう誼何遍)ならない方が不思議です.

○地理に敏諜しい

よほど特殊なことがない限書)ll一札場所へは2皮と行

かないのがよくなれた地質家グ)仕箪茅)すすめかたです.

そのかわりひとつ夢)地域はすみからすみまで歩きま

す.そこで地質家はその地域については役場の人

以上に地理にくわしくなるようです.

仕事をする場所が移り根拠地も次から次へと移りま�
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すから当然いろいろな地方の人情風俗に接します.

感じのよかった所感じのわるかった場所はいつまでも

地質家のこころの中に残っています.

一般の旅行者が失敗しないためには地質家仲間に評

判のよいところを選ぶのが早道です.

○遭難にほ縁遠い

〔写真一旦617〕は岩登りかと,思えます.

地質家も山へ登ります.しかし登山家が山へ登るの

とは意味がちがいます.山がそこにあるから登るのが

登山家であるならば石がそこにあるからしかたなし

に山へ登るというのが地質家です.地質家があわや

遭難と思ったような話は時たま耳にしますが遭難し

たという例はほとんど見当りません.不思議といえば

それまでですが要は決して無理をしないというこころ

がけが徹底しているからでしょう.常に危険にさらさ

れている人は危険をさける術も知りぬいている.そ

れは動物の本能と相通ずるものでしょうか.

○地質家の極楽は何処

いくら自分の研究のためとはいっても長い時には

3ヵ月以上海外へ渡ろうものなら1年は最小限転々

と宿を移しながらあちらの山こちらの丘と石をさ

がし露頭をスケッチする毎日は決してらくなもので

はありません.危険とはいつも背中合わせです.仕

事をなしとげるためにはまず健康忍耐力があり頑張

りがきくことが絶対に必要です･ようやく目的を終え

て帰る所はわが家地質家は決して自分の家を忘れずに

まっすぐ戻ってきます.野外に居てもいつも念ずるの

はわが家のこと･1人の人間にかえり妻子親兄弟

恋人.友人と再び顔を合わせるときこの世の楽は全部

自分のまわりに集まり身の周囲を旋回します.

地質家には楽のいずみである家庭をこよなく愛する

人が格別に多いという語です.

本文に掲載した写

㊧

真は地質調査所写

真コンクｰルの作品で

次のプチ之が撮影したも

のである(掲載順)

徳永･村

鈴木･井

根岸･北111

望月･柳

福田･欠

の各技官

⑮岩質による谷形の差

⑯ザイルにある命

山･佐々水

上･盛谷

瀬･蔵田

原･鎌1山

崎'

⑫ある□の調査

調査』他の子供たち�




